
地

球

ろ
魚
在
有
L
､
脆
弱
な
ろ
噺
愚
に
沿
ふ
て
此
G
l水
が
曲
り
地
下
慌
道
中
に

流
rL
す
る
時
は
側
機
船
崩
磯
ぜ
L
む
べ
き
等
が
任
意
さ
れ
､
波
蝕
幾
士
_

其
り
舵
意
は
既
_こ
池
池
ぜ
L
も
の
よ
り
-
正
に
甚
し
か
る
べ
rQ
,み
直

へ
て

捕
る
O

次
ー二
本
他
紙
地
下
純
度
洲
定
の
師
弟
_‡
地
裁
に
て
馳
氏

1
四
･.也

戊
な
る
呼

地
下
六
〇
セ
尺

に
於
い
て

Z
九
｡○
腰
に
近
し
､
通
常
の
地
位

増
加
率
1J
多
-
典

ろ
桝
な
-
､
地
組
高
齢
の

清
め
工
等
不
能
に
限
る
が
如

き
等
な
き
こ
ぞ
が
決
定
さ
れ
た
｡
斯
-
¢
如
-
に
し
て
久
し
く
関
越
で
あ

っ
L
i
丹
那
盆
地
り
成
糊
代
格
別
ら
か
_こ
せ
ら
れ
L
i等
tl
大
い
に
艇
賀
す
べ

き
邸
で
あ
る
｡
文
革
軸
管
は
斯
ろ
大
規
樺
な
る
土
木
工
邸
に
於
い
て
は
地

成
約
脊
f.Nh
充
分
に
行
ひ
､
工
事
中
に
悲
池
す

べ
与
事
件
粘
性
知
し
て
之
れ

ド
僻

へ
ろ
事
の
必
穿
ち
帰
依
せ
し
め
ろ
も
ら
で
あ
る
｡
本
報
告
中
下
丹
那

な
中
心
せ
る
小
固
形
の
凹
み
tJ
其
の
外
輝
に
固
形
･,仲
な
す
山
津
が
量
す
る

地
形
に
封
-
波
地
理
壌
土
が
僅
_こ
屈
蹄
形
断
層
み
引
か
れ
i1
ろ
に
止
め
､

両
氏
亡
も

何
等
諭
ぜ
ら
れ
小
い
ろ
虚
な
与
は
些
か
退
憾
TJ
す
る
庭
で
あ
る
O

静
聴
な
し
て
首
は
L
む
れ
げ
､
曲
り
地
形
は
甚
だ
し
-
晦
硯
す
べ
ro
も
の

で
は
な
い
株
で
あ
る
O
(
本
間
)

惑

注

慮

谷
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間

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
然
地
理
を
祝
明
聴
よ
｡
(
文
槍
問
題
)

答
ス
TT
タ
･･L
ラ
ン
ド
は
英
組
の
北
部
粘
占
め
､
大
部
分
北
綜
五
十
五
度

以

北
.1

あ

り
､
漸
帯
tェ
オ
ー
ク
ニ
ー
､
シ
ェ
･1
ヲ
ン
F
､
{
ブ
-
デ
ス
基
地

の
屈
指
か
食
ぜ
て
こ
し開
九
.千
入
官
ガ
鵬
､
英
国
の
約
四
分

の

山
_:
常
ろ
0

欝
四
番

節
玉
髄

望

fI

セ
六

自
然
地
租
並
に
地
他
柵
泣
上
よ
り
､
北
部
及
四
部
山
地
､
中
央
低
地
p
南

部
及
東
部
識
地
の
二
二
拭
域
l二
分
ち
絡
.
こ
れ
等
三
拡
域
り
坊
鼎
は
田
碑
よ

り
東
北
に
併
発
す
る
噺
滑
組
.1
よ
っ
て
明
か
に
直
別
さ
れ
ろ
｡
即
ち
中
央

低
地
は
噺
肘
拙
ー二
桁
ひ
て
偲
下
せ
る
も
の
で
､
畠
1J
し
て
石
炭

紀
の
鴫
魯

物
に
ょ
り
'
=
れ
よ
り
北
方
り
山
地
及
南
方
の
高
地
は
死
に
方
を
地
質
時

代
の
岩
石
に
よ
っ
て
つ
′､
ら
ろ
｡
節
四
縦
の
初
め
に
於
て
ス
P
で
i
ヲ
ン

ド
代
金
郡
氷
河
tこ
破
.･Ii_ェれ
L
,仲,似
て
指
揮
其
他
の
地
組
､
洲
.S
等
､
氷
河

作
用
秘
策
ろ
も
り
が
多
い
.
氷
河
退
却
後
土
地
代
隆
越
し
て
泊
滞
_二
殿
丘

な
つ
-
リ
､
悔
梓
の
都
市
は
,
'り
段
丘
み
利
用
し
て
ゐ
あ
｡

糾
北
部
及
田
郡
山
地

ク
ラ
イ
ド
圃

F
irth
of
C
iy
(Ie

よ
り
東
北
_

向
ひ
北
指
揮
の
ス
ー
-
ン
ヘ
ブ
ン
碓
の
東

Li二軍
ろ
紙
以
北
_こ
し
て
､
平
均

五
官
来
り
山
地
で
あ
る
.
虫
ミ
し
て
プ
レ
カ
ン
プ
-
ヤ
ン
代
り
片
肺
山方
叉

は
約
品
剖
岩
､之
私
文
-
花
柄
岩
LL
よ
っ
て
柵
成
さ
る
O
山
地
H_
東
犯
よ
り

西
南
.1
走
る
大
㌢
レ
ン
換
替

G
reat
G
len
(
叉
は
ヵ
ソ
ド

ニ
ヤ
韻
谷
)
汰

び
"(
ン
チ
海
峡
_こ
よ
っ
て
グ
ラ

ム
3'

ヤ
山
地
G
ram
P
ian
high
land
､カ
レ

ド

ニ
ヤ
山
地

C
aled
.n
ian

highlm
d
及
び

へ
ブ
リ
ヂ
ス
諸
島

fleb
ri
d
es

T

s･
の
二
二
山
地
_二
分
か
ろ
｡
グ
ラ
ム
ビ
ヤ
山
地
は
点
も
所
に
あ
り
､

英
国

最
高
の
ペ
ン
ネ
ビ
ス

B
en

N
el
iS
(
〓
ニ
四
三
光
)､

ベ
ン
マ
グ
ヂ

ユ
イ

B
en
民
acd
h
u
i
二

三
〇

〇
光
)等
の
高
山
か
つ
-
リ
､
交
通
不
伐
り
山
地

で
み
ろ
が
テ
ィ
川
､
ド

イ
-川
等
の
容
が
油
路
そ
し
て
利
用
さ
れ
､
テ
ィ

川
上
淡
地
方
に
は
駅
長
な
る
湖
沼
が
多
い
.
グ
ヲ
ム
33
ヤ
山
地
の
北
は
大

㌢
レ
ン
棋
容
で
東
北
に
は
tP
レ
イ
樹

M
.r
ay
Fi
rth
田
岡
に
は
｡
-
ン
将

F
ir
th

‰

L
om

が
め
り
､
そ
の
間
の
低
地

に

は
ネ
ス
湖
､
)=
チ
糊
等
数

脚

の
狭
長
な
る
湖
田
が
あ
っ
て
､
:
れ
等
の
湖
潤
み
利
用
し
て
カ
レ
ド
ニ



ヤ
..9
河
.7,g
糊
迦
叫し
て
あ
る
0
:
句
低
地
は
古
貴
地
裂

F
racLure
に
よ
っ
て

生
成
し
+
:も
り
で
み
ろ
｡
低
地
G
T北
方
6
1隙
超
群
_
'
カ

レ
ド
ニ
ヤ
山
地

で
､
グ
ラ
ム
3'
ヤ
山
地
よ

り
柵
低
-
ー
四
梓
は
峡
碍
多
-
､
湖
沼
所
々
に

散
在
し

て
ソ
-
､
シ

ー

>;

P
lワ
-
>～
串
は
風
光
に
富
む
私
淑
て
名
;描

く
､
屯
ラ
ー
>～
湖
(
水
斑
二
二

二
四
兆
)
に
英
図
位
瑞
の
湖
沼
で
み
ろ
｡
西
洋

の
ス
カ
イ
偽
は
沈
降
谷
_こ
よ
っ
て
切
断
さ
れ
七
島
鵬
で
あ
ろ
｡
東
北
梅
坪

に
旺
ro
オ
ー
タ
ニ
ー
蘭
島
t
iii
TJ
し
て
甘
出
代
の
古
赤
砂
岩

0
)a

R
ed

S
an
d
sto
n
e
よ
り
成
り
ー

遮
-
陥
る
y
エ
-
フ
ン
ド
諸
島
は
片

肺
山方
及

音

赤
砂
岩
よ
り
成
り
'
北
ハiL
カ
レ
ド
ニ
ヤ
山

地
の
迎
続
で
あ
る
.
カ
レ
ド
ニ

ヤ
山
地
_‡
西
方

"(
ン
チ
悔
映
_こ
経
ろ
が
悔
映
り
田
岡
G
l小
諸
島
は

ま
せ
し

て
狂
喜
地
現
時
代
り
境
川
に
か
1
ろ
玄
武
岩
に
よ
っ
て
つ
-
ら
れ
I

へ
ブ

ザ
デ
ス
誰
偽
は
片
肺
山村
に
ょ
つ
て

桃
成
さ
れ
て
ゐ
為
｡

拘
中
央
低
地

北
は‡
ク
ラ
イ
ド
嘩
頭
か
ら
ス
･L
I
ン
(
ブ
ン
渚

に寅
ろ

紙
ー
問
は
ヲ
イ
ア
ン
樹
口

L
o
ch
R
y
an

か
ら
ダ
ン
パ
ー
滞

D
un

bar
l1

至
ろ
紙
私
以
て
出
せ
ら
れ

る
粗
糖
櫛
で
あ
る
｡
高
さ
は
何
れ
も

1
五
〇
兜

以
内
で
位
に
七
〇
来
り
地
が
米
田
分
水
鼎
み
な
し
て
ゐ
･Q
炭
も
め
ろ
O
低

地
は
西
よ
り
ク
ラ
イ
ド
吋
､
米
よ
り
フ
ォ
ー
ス
関

F
irt.I-

I
F
o
l･th
の
潜

入
が
あ
り
､
ク
ラ
イ
ド
礎
頭
に
況
古

口
毛
ン
ド
糊
_ェ
風
光
朋
州
ね
以

て
管

名
で
み
ろ
｡
低
ま地
の
北
部
に
は.
音
さ
打
出
代
6
1首
藤
砂
岩
暦
あ
り
南
部
t

は
新
し
与
古
生
代
の
右
隣
紀
伊
が
鐙
通
し
て
ゐ
ろ
｡
鑑
ーニ
ッ
ド
ロ
ー
丘
陵

サ
ー
チ
>_
丘
陵
､

ペ
ン
と
フ
ン
下
丘
陵
等
玄
武
山村
部
の
境
川
岩
が
地
耽
り

方
向
に
北
ん
で
ぬ
る
｡
土
塊
探
-
肥
沃
で
あ
っ
て
温
故
よ
-
行
.rt
_
れ
､
こ

OJ
tこ
石
炭
紀
地
層
中
に
_
;Iqt窟
な
石
供
暦
私
有
で
ち
な
以
て
馳
戟
其
他
の

エ
光
盛
.1
行
は
れ
グ
ラ
ス
ゴ
ー
､

エ
デ
ン
バ
ヲ
碍
管
銭
の
郡
市
砂
狂
睦
み

質

疑

艦

管

見
ろ
0
か
-
し
て
ス
rL
ク

ー
ラ
ン
下
り
全
人
口
り
二
分
の

7
以
上
は
:
¢

中
央
低
地
tこ
任
む
ら
で

あ

る
｡

剛
簡
郡
及
東
邦
高
地

中
央
低
地
の
南
方
に
め
っ
て
平
均
三
有
水
の
高

地
で
地
拓
メ
Ⅴ
タ
グ
山

EV
t･
g
errick
も
入
官
四
十
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以
下
で
あ
る
.
高

地
は
ま
t
,し
て
古
さ
市
政
代

の

硬
砂
岩

石
沢
山村
等
よ
り
成
り
､
河
枕
の
揮

蝕
の
ii
め
に
併
走
せ
る
小
山
収
に
分
か
か
｡
点
滴
の
山
脈
か
チ
H
ビ
オ
タ
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山
脈
亡
科
し
て
イ

ン
㌢
ラ
ン
ド
･rJ
り
墳
鼎

み
な
す
.
南
部
芯
地
は
椅

ん

.,/)山
頂
ま
で
質
地
み
な
す
底
多
-
1
牧
草
よ
-
行
は
れ
こ
ぞ
に
ベ
ル
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イ

ッ
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､
射
ク
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パ
ラ
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キ
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あ
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ス
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y
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ラ
ン
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地
質
私
通
靭
す
る
,1
ス
カ
ン
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ナ
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イ
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島
ミ
勅
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す
る
虞
多
-
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質
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は

7
つ
り
塵
塊
み
な
し
光
る
も
北
海
6
1

陥
没
に
よ
っ
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分
離
さ
れ
i1
も
り
で
み
ろ
｡

定
_ニ
ス
Tt
タ
ト
ラ
ン
ド
の
茄
倣
にこ
っ
を
て
見
ろ
に
暖
流
の
彩
管
私
流
る

=
TJ
多
-
尚

経
度
な
る
_こ
比
し
て
綬
和
さ
れ
て
ゐ
あ
｡
胞
し
北
田
部
は
稗

碍
冷
な
る
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爾
意
多
与
にこ
渦
ぐ
る
私
以
て
騰
菜
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漉
せ
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林
業
叉
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狩
猟

行
け
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高
地
t工
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ー
ア
か
な
し
て
ゐ
ろ
魔
も
み
ろ
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東
岸
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は
ろ
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滴
方
G
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似
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潜
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業
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地

球

に
附
呪
L
i1
｡
典
は
周
太
王
斑
父
の
長
子
太
伯
が
父
の
公
畢
ミ
い
ふ
米
子

に
飯
粒
揺
ら
ん
ミ
す
る
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志
あ
る
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見
て
'
位
私
さ
け
て
荊
蛤
に
奔
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ー

文
功
噺
鐙
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伶
払
qJ
リ
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囲
み
別
姓
し
句
典
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っ
た
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侍
蹴
り
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仕
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れ
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め
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河
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伐
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幾
ら
弛
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､
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路
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ら
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十
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度
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西
凡
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鷹
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の
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あ
る
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ろ
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野
で
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安
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新
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蜂

に
あ
る
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い
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租
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方
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蛸
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舵
水
の
排
川
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梢
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江
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っ

て
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す
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こ
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河
の
沖
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な
る
湖

水
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り
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躍
湖
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湖
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迎
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迎
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迫
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光
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節
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滞
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つ
階
潜
在
ほ
じ
塑
和
明
騎
6
1歴
代
､
江
南
の
光
来
み
緒
で
-帝
都
の
給

茸
私
ti
か
.d
寄
せ
な
つ
i1
の
tで
ー
潜
･常
に
大
槌
河
み
ー
洛
陽
長
安
.1
建
せ

し
め
.
非
鉄
現
在
り
北
京
か
ら
杭
州
に
油
や
ろ
大
池
河
は
元
代
Li
至
っ
て

成
功
せ
ら
れ

.
明
朝
粥
代
に
=
6
1水
趣
が
天
下
紋
所
の
幅
卸
せ
な
つ
ii
の

で
あ
る
｡
今
日
に
な
っ
て
も
こ
の
江
南
の
森

は
受
郡
で
人
口
光
も
網
密
な

り
TJ
和
せ
ら
ち
ゝ
江
蘇
三
千
四
官
熊
の
拭
み
養
-
て
る
飴
裕
が
あ
り
､
漉

綿
花
､
常
備
､
茶
等
り
盤
富
な
虚
資
牌
み
背
恩
_こ
し
て
､
工
業
の
発
達
管

L
-
､
上
略
附
近
6
1軸
糸
紛
糾
､
織
布
工
業
､
綿
梯
紛
紡
､
製
粉
米
､
燐

寸
工
弟
さ
て
は
柵
州
耐
京
の
絹
紙
工
弟
等
妃
代
式
の
維
僚
tこ
か
～
る
も
り

陸
総
官
し
て
幣
故
し
っ
～
あ
る
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
仝
-
梯
子
江

及
大
槌

阿
り
交
通
に
加
ふ
ろ
に
､
近
世
に
な
っ
て
敷
設
さ
れ
ii
銭
造
り
剃
故
に
ょ

あ
り
で
あ
る
｡
慈
し
水
越
tこ
於
て
批
水
､
揚
子
江
は
東
田
ら
変
泡
路
モ
bT,i

り
越
河
tェ
南
北
り
通
蹄
で
あ
っ
た
が
､
敬
迫
も
亦
こ
の
,水
路
に
よ
っ
て
蟹

辻
L
i1
河
捲
及
市
場
払
超
概
し
て
越
河
に
跳
行
L
韓
浦
軌
及
混
笹
､
混
枕

批
が
で
rTf,て
甘
耗
.BB
河
_こ
狩
っ
て
蚤
達
し
ii
鏑
仁
.
舟
陽
､
軸
錫
､
賂
願

(蘇
州
)
杭
州
の
間
私
立
り
て
南
京
に
放
し
'
最
近
ーこ
け
徐
州
在
交
叉
鮎
TJ

し
て
牌
悔
軸
が
施
端
猫
州
ま
で
耳
適
し
て
同
じ
-
村
越
ー
離
安
和
つ
ら
れ

て
東
西
軸
の
役
日
払
兆
す
こ
1J
に
bT･･i
つ
L
i､
J
fの
上
満
安
か
ら
南
方
錦
江

ま
で
ら
銑
武
が
川
苑
ー
北
は
梅
州
か
ら
山
東
蘭
島
に
珪
す
る
支
紬
が
敷
設

さ
あ
ー
に
責
つ
穴
な
ら
t
I.
江
蘇
省
の
放
尿
は
疋
ら
Li驚
-
べ
音
も
の
が

わ
ら
う
0

省
み
地
妙
ド
よ
っ
て
玉
造
に
分
つ
､
北
は
徐
梅
迫
で
徐
州
及
甑
州
私
立

夢
都
市
ぜ
す
る
ー
磁
畔.栄
河
の
河
樹
-こ
班
い
G
tで
発
展
_ェ
将
来
に
あ
る
､
つ



音
は
耽
鉛
鐙
で
眺
樽
湖
り
東
方
平
地
に
替
り
､
批
蟹
､
揃
郵
､
江
都
等
の

迩
河
都
市
が
あ
り
､
就
中
江
都
ハ放
州
)
6)
ご
TJ
与
は
席
代
天
下
節

7
り
榊

が
あ
っ
た
O
こ
の
地
方
は
肝
炎
柵
花
産
地
YJし
て
牲
目
さ
れ
る
べ
き
肥
沃

地
で
あ
る
.第
三
は
金
陵
淀
で
首
府
南
京
の
所
在
地
で
あ
る
が
､南
方
山
脈

_ニ
嗣
鉄
蹄
が
あ
?
､
北
に
大
江
の
流
が
み
ろ
｡
故
都
で
あ
る
吐
け
_こ
今
j

天
下
の
形
脚
で
あ
る
｡

節t3TgL托
飛
騰
班
で
江
北
t‡
油
州
柵
の
本
場
で
あ
り

江
縞
は
古

へ
の
骨
槽
､
即
ち
典
り
部
(
練
州
)
の
絹
織
物
地
で
所
謂
三
江
の

水
利
私
妬
め
L
i
子
二
名

兜
作
も
多
-
､
江
蘇
商
工
弟
の
本
場
で
あ
る
､
寵

ら
に
英
米
に
潟
海
道
?J
い
ふ
り
が
わ
あ
､
上
編
私
中
心
i･J
L
i1
揚
子
江
の

デ
ル
タ
で
､
席
代
以
後
の
沖
畔
地
で
あ
る

(糾
替
近
刊
四
湖
か
ら
包
所
ま

で
､

上

梅
の
過
去
券
贈
)
蔦
し
脂
門
､
宏
明
私
王_
じ
め
上
指
の
.))亡
き
膚

代
は
海
上
_こ
浮
ん
で

わ
な
か
つ
i
1
が
､
漸
次
､
土
砂
の
堆
秘

に
伴
っ
て

民
人
の
移
住
将
加
が
著
し
-
1
二
王
に
首
水
油
外
官
の
盟
易
糟
で
む
つ
七

大
愈
~
劉
家
父
は
骨
浦
の
講
椎
が
随
.1
な
つ
i1
の
で
､
元
代
以
後
u
.上
略

な
ろ
縛
が
米
綿
江
上
に
出
光
ii
､
そ
れ
が
何
片
戦
車
G
t給
鵜
､
開
沌
拙
宅

な
り
､
英
米
各
閥
が
租
借
搾
み
得
て
城
外
に
新
.1
私
界
粘
つ
-
り
~
築
植

わ
.r]_
か
リ
､
政
江
世
式
の
1
大
描
市
布
田
現
す
る
に
室
っ
て
､

]
方
支
那

人
-
長
髪
賊
等
の
内
乱
私
さ
け
て
机
鼎

に移任
し
二
十

7
省
音
韻
の
民
が

箆
申
し
て
=
ゝ
に
驚
-
べ
き
近
世
文
化
の
中
心
tJ
な
り
所
謂
五
方
雑
底
の

宅
邑
ミ
な
っ
た
｡
讃
L
現
今
支
那
の
紐
解
は
揚
子
江
流
域
私
中
心
に
劫
-

の
で
あ
る
が
､
そ
り
粘
口
に
居
っ
て
相
加
･r&
な
す
J
り
_
こ
の
上
脂
で
わ

あ
か
ら
恐
ら
-
東
洋
浪
輩
の
港
で
あ
る
亡
い
っ
て
も
よ
か
ら
-
､
:
ゝ
が

弧
絡
で
あ
る
が
碍
め
に
北
ハ人
文
現
象
亡
し
て
は
収
束
亡
同
株
に
政
も
新
ら

し
い
忠
恕
G
l将
義
朗
ミ
な
る
傾
向
が
め
っ
て
'
紡
紡
機
米
了
か
'
利
粘
例

質

疑

艦

昏

収
ミ
か
い
ふ
封
外
相
堪
り
誼
賀
な
教
練
粗
tJ
な
あ
に
買
っ
て
ゐ
あ
り
も
亦

見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
軸
で
あ
ら
-
0
各
鑑
各
醇
_こ
於
げ
ろ
都
邑
の
状
況
､

産
米
の
発
達
に
つ
い
て
は
支
那
省
別
仝
鯨
江
蘇
省
み
見
ら
れ
ん
=
4･J
み
て

～
め
る
｡
(
蒔
田
)

開

ア
-
ヲ
ン
ド
島

A
】and
I
･

の
綿
膚
を
開
ふ
｡

(
大
阪
が
虎
)

答

世
界
職
率
の
給
苑
パ
ル
チ

ッ
ク
悔
沿
岸
_こ
硯
土

の
盤

規
が
行
け‡
れ
ii

ア
-
ヲ
ン
ド
捲
り
蹄
屈
も
そ
れ

に
開
聯
し
て
幽
際
聯
比
の
串
に
ょ
つ
て
解

決
さ
れ
i1
1
ア
ー
ラ
ン
ド
島
H_
三
官
飴
の
小
鳥
よ
り
成
り
芥
蘭
の
簡
酉
及

南
梓
に
井
布
す
る
群
偽
中
液
も
酉
邪
に
位
し
茶
棚
ア
肘
ベ
ル
ネ
か
>_
㌢
州

G
二

郎
で
あ
る
､
島
の
西
端
ミ
瑞
兆
TJ
の
間
は
悔
上
約
二
十
五
哩
か
距
て

二
韓
六
千
の
住
民
L
I.
音
譜
か
ら
人
種
か
ら
､
瑞
兆
人
で
あ
る
､
即
ち
地

庶
的
に
は
券
蘭
の

]
那
で
あ
る
が
J.
取
離
か
ら
云
へ
ば
瑞
兆
に
妃
い
､
而

し
て
其
地
租
的
低
位
か
ら
パ
ル
チ
タ
ク
海
上
､
軍
事
的
に
変
質
な
所
で
あ

る
0茶

棚
の
人
口
は
約
三
官
二
十
拭
人
そ
の
中
､
瑞
兆
系
の
も
の
四
十
潟
人

か
占
め
て
ゐ
ろ
が
､
ア
｣
ラ
ン
ド
鳥
の
住
民
は
､
島
民
史
げ
で
別
天
地
ね

酵
成
し
て
ゐ
ろ
､
茶
筒
が
今
段
落
閥
の

f
州
か
ら
離
れ
て
濁
立
私
意
首
す

る
や
､
7
-
ラ
ン
ド
の
住
民
に
哨
兆
に
合
併
し
た
い
ミ
申
し
出
L
Li､
ア

ー
ラ

ン
ド
H_
7
八
五
六
年
の
巴
地
倹
約
で
拭
染
み
施
さ
.,J
ろ
‥
eJ
ゝ
な
っ

て
わ
あ
が
､
芥
蘭
が
和
宜
し
且
解
記
さ
れ
た
岸
田
改
政
府
が
な
-
な
つ
i1

ト
め
此
の
規
定
が
F',)
･ワ
取
扱
は
る
べ
与
,
早
-
併
せ
て
問
題
TJ
な
つ
ii
｡

ア
ー
ラ
ン
ド
放
り
瑞
兆

へ
の
合
併
粗
動

は

一
九

1
七
年
八
月
に
始
よ
り

噛
1J
非
_こ
遊
ん
だ
､
芥
髄
.<i.
砕
三

P

7
九

-
八
年
に
ア
ー
ラ
ン
下
に
自
絶

海
許
す
こ
ミ
ゝ
L
ii
､
け
れ
.I,)も
島
民
は
満
月
し
な
い
､
瑞
兆
も
こ
れ
本

望

温

七
九
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